
■新しい目次■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 211 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：新しい目次 

 

先日のブログで「家族制度から社団法人への移行」を提案したところ、「社団法人って何ですか？」という質問を

いくつかいただいた。 

我ながら、唐突な説明だったと猛反省、今日は社団法人についてもう少し詳しく説明したい。 

ここで言う社団法人とは「一般社団法人」のことで、2006年の公益法人制度改革により、「従来の社団法人」に

代わって、公益社団法人とともに設けられた法人だ。 

設立許可を必要とした「従来の社団法人」とは違い公益の有無は問われず、一定の手続きと登記さえ経れば主務

官庁の許可を得るのではなく、規則に準じて誰でも設立することができる。 

また設立後も行政からの監督・指導はないし、株式会社などと同じく収益事業や共益事業なども行うことができ

る。 

・ 

と、ここまではちょっと調べればわかることだが、やはり「一般社団法人」とは、どこか怪しく胡散臭い。 

だが僕は、人間が生き延びるため、一般社団法人こそが「滅びゆく家族に代わる仕組み」になるのではないかと

考え始めた。 

そこで、次の 6つについてざっくばらんに解説したい。 

１．社団と財団・・・・・・・人と財産 

２．株式会社と社団法人・・・収益と夢 

３．権利能力なき社団・・・・法人と非法人 

４．持分の定めの無い法人・・営利と非営利 

５．公益と非営利・・・・・・利益の前に存続を 

仕事と財産と地域をいつまでも守るため、家族に代わる仕組みには何が必要なのか。 

・ 



１．社団と財団・・・・・・・人と財産 

「社団法人は人の集まりで、財団法人は財産の集まり」という説明をよく聞くが、これではいまひとつピンと来

ない。 

そこで、それらが法人＝人と同じ権利を持つとどうなるかを考えてみよう。 

まず、目的を持つ人の集まりが法人になると、みんなで目的を引き継ぐ「不死身の人間」になる。 

したがって、社団法人の代表者は全メンバーをまとめるリーダーに過ぎず、メンバーの力は対等だ。 

社団が所有する財産はみんなで共有しながらいつまでも引き継いでいくことができる。 

一方、目的を持つ財産の集まりが法人になると、自分自身を運用し続ける「人間のような財産」になる。 

したがって、財団法人の代表者は、財産の管理責任者であり、評議員たちの監視の下で業務にあたる。 

財団が所有する財産はその目的を実現するために無くなるまで運用され続けることになる。 

結局、「人に夢を託すのが社団」で、「財産に夢を託すのが財団」だと言えるだろう。 

・ 

２．株式会社と社団法人・・・収益と夢 

社団法人は「人が集まった法人の総称」なので、その仕組みは株式会社、NPO法人、協同組合など様々だ。 

そこでここでは、最も身近で数の多い「株式会社」と比較してみたいと思う。 

株式会社とは、資本金（元手）を株に見なし、その出資者を出資比率に応じて「株主」と呼ぶ方式の法人。 

会社の所有するすべての財産は、株主が所有することになり、そこには社員や経営者も含まれる。 

したがって、会社の生み出す剰余金（利益）は会社の財産の増加とみなし、全て株主のものになる。 

その結果、せっかく会社が財産を所有して不死身の法人になっても、株式が個人の財産である限りその継承は家

族に委ねられ、上場すればすべてが商品として売買される。 

会社に託した夢や願いを株主が継承できるはずもなく、収益を生まなくなれば継続の価値はない。 

・ 

３．権利能力なき社団・・・・法人と非法人 

法人格（権利能力）を持たない社団も、一定の要件を満たせば法人と同様に取り扱われることもある。  

たとえば、  

・団体としての組織を備え、 

・多数決の原則が行われ、 

・構成員の変更にかかわらず団体そのものが存続し、 

・その組織において代表の方法、総会の運営、財産管理その他団体しての主要な点が確定している 

場合には、民事訴訟法上当事者能力が認められる（民事訴訟法 29条）。 

この社団は「任意団体」とも呼ばれ、町会、商店会、父兄会やスポーツクラブなど、地域社会の大部分の団体を

指す。 

ある意味で現状の家族とは、血縁者の範囲が権利能力を認められた組織なら、内縁や扶養関係でつながる他人の

家族は任意団体に近いかもしれない。 

だとすれば、他人の家族を含む法人格こそが、新たな家族の仕組みとなる有力な候補と言えるだろう。 

・ 

４．持分の定めの無い法人・・営利と非営利 

一般社団法人のことを、税法上「持分の定めの無い法人」と呼ばれることは知っていたが、その取扱いを昨年ま

で僕は知らなかった。 

「持分の定めの無い」とは「株主がいない」こと、つまり所有者が存在せずすべての構成員が共有していること

を指す。 

したがって、法人の所有する財産には相続が発生しないのかと思ったら、なんとその逆というから驚いた。 



つまり、法人の代表者に対し、所有者代表として相続税が発生するという。 

この課税を防ぐには、同族理事の排除や役員報酬の禁止などを含む「徹底非営利型」の仕組みが要求される。 

つまり非営利とは、「不労所得の排除」を意味している。 

この仕組みから僕は、憲法第 27条の「勤労の権利と義務」を思い出す。 

家族の基本は、「楽に暮らすこと」では無く、「働いて助け合うこと」ではなかったか。 

・ 

５．公益と非営利・・・・・・利益の前に存続を 

結局、家族に代わる永続の仕組みとして、僕は「非営利型を徹底した一般社団法人」にたどり着いた。 

だが、最後に残る問題は、個人の財産をこの法人に譲渡する方法だ。 

非営利型の法人が財産の譲渡を受けても「寄付」として非課税となるが、譲渡する個人の側には不動産の場合「譲

渡所得」という計算上の利益に対する税金が発生してしまう。 

僕が、4年前に公益法人を目指したり、2年前に認定 NPO法人を目指したのは、寄付金の免税や控除を受けるた

めだった。 

だが、家族はあくまで個人であり、財産寄付の免税や控除は関係ない。 

その上、先ほどの土地譲渡所得に対する課税を免除する手続きが、公益法人や認定 NPO 法人と同じでは、公益

法人になる意味はない。 

個別家族の存続無くして、地域社会の社会などあり得ない。 

地域社会の存続無くして、公益＝社会の利益など無意味なことを、忘れてはならないと僕は思う。 

・ 

天皇家の継承問題を、家族制度の終焉を知らせる警鐘と思った時、自分の行先が見えた気がする。 

「地主の学校」という本を書いてみたものの、出版できずに時が過ぎたのは、このためだったのかもしれない。 

今日の長文は、僕の新しい目次なのかもしれない。 

この期に及んでまた新しい扉が開くなんて、人生は面白すぎる。 

 

http://nanoni.co.jp/20190519-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：名栗の森オーナーシップクラブ５月例会 

 

名栗の森オーナーシップクラブでは、毎月第 4日曜日に例会を開催します。 

今回は沢のほとりでまったりしながら、これからの行楽シーズンに向けた企画会議や、ご神木周りの環境整備に

ついて話し合いたいと思います。 

もちろん、森人間コンテストのエントリー希望者には、森の中をご案内しますので、奮ってお越しください。 

参加ご希望の方は参加ボタンをポチッと押して、コメントもお書き添えください。 

■５月例会 

日時：5/26(日) 10時 

集合：辻村屋保全山荘 埼玉県飯能市下名栗 1111-2 

費用：一般 2,500 円、会員及び同伴者無料 どなたでも参加できます。 

･･････････ 

内容： 

10:00 ミーティング 山荘にて（今後の活動予定について) 



11:30 昼食・近況報告 

12:00 名栗の森にて 整備作業 

15:00 解散 

装備：山林内での軽作業ができる服装、軍手、筆記用具、お弁当 

･･････････ 

必要な機材や、現地での場所づくりなど、事前の計画や依頼事項など、情報交換は掲示板 

https://www.facebook.com/groups/naguriforest/ 

の方に気軽にコメントしてください。 

詳細は後日参加者にご連絡します。 

活動の詳細はこちら 

http://land-resource.org/naguri/ 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

オーナーシップクラブへの入会は、 

持ち主の仲間になることを意味します。 

家族や団体で入会すれば、 

年会費 3万円で、メンバー何人でも、何回でも 

森を利用することが可能です。 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

■事務局・連絡先 

名称 一般社団法人 日本土地資源協会 

住所 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

ＨＰ http://land-resource.org/ 

Mail post@land-resource.org (担当:松村) 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）05/20 〇09～16時 面談可（笑恵館） 

（火）05/21 ◎終日 面談可（青葉台） 

（水）05/22 ◎終日 面談可（青葉台） 

（木）05/23 〇13～17時 面談可（笑恵館） 

17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）05/24 ◎終日 面談可（青葉台） 

（土）05/25 〇16～時 面談可（新木場） 

10-12 時 ★まつむら塾（笑恵館） 

（日）05/26 ◎14時以降 面談可（飯能） 

10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（名栗） 



 

 

■その後のイベント 

05/30 ●三宿 420商店会 年次総会（IID） 

06/01 ★まつむら塾（笑恵館） 

06/08 ★まつむら塾（笑恵館） 

06/13 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

06/13 ★笑恵館クラブ運営会議 

06/14 ★カプラー起業交流会（三茶） 

06/16 ●チャレンジアシストプログラム 公開審査会 

06/20 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

06/23 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（名栗） 

06/27 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

06/29-07/01 台湾激安ツアー 

 

相談のある人、一杯やりたい人、上記以外でも歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


